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「４年間の議員活動で感じたこと」「議会活動での成果や今後の課題」

　第17期議会は、本年8月23日をもって4年間の任期を終了します。
　 この間に各議員が感じたこと、議会活動での成果や今後の課題について掲載いたし

ます。

議員・役場関係者集合写真 6 月定例会の写真

　17期の議会は
・村民の声を　　　　　　「聴き」
・議会の声を村民に　　　「届け」
・そして村民・村に　　　「働く」　　議会を目指す。
    というビジョンを掲げて取り組みを行なって参り
ました。

村民の声を「聴く」ために、議会チョコっと訪問
を企画して、村民のみなさんのところへ議員が直接
出向いて、少人数で短時間で気楽な懇談会を開催し
てきました。村民のみなさんの本音の声を聞くこと
ができ、村の施策にも反映する事が出来ました。議
会の声を村民に「届け」るために、議会だより編集
委員会を常任委員会に格上げをして、広報全般と議
会だよりの編集を兼ねた委員会として機能強化を図
りました。

議場についても、議会だけが使用するのではなく、
議場をフラットにして多目的な活用ができるよう改
修を行いました。選挙の開票所や各種会議等で使用
されるようになり、村民からは「初めて議場に入っ
た」「議会が身近に感じられるようになった」などと
の声が寄せられており、開かれた議会・親しみやす
い議会とのイメージ定着に結びつけばと考えていま
す。

全国的に町村議会議員のなり手不足が課題となっ
ており、中川村でも４期連続の無投票が続いており
ます。議員のなり手不足の背景には若者の村に対す

る関心の低さがあり、村内各団体に所属する若者や
公募により村内高校生・村内出身の大学生らをメン
バーとした委員会を立ち上げ、委員会から提案を受
けた施策を村が予算配分をして実行につなげる「村
づくり委員会」の設置について、村に要望書の提出
を行い、現在村で委員会立ち上げについて検討が行
われています。また、議員になって欲しい人、なり
たい人が誰でも議員になれるよう、議員報酬の引き
上げについて村に要望を行い、次期議会からの議員
報酬の引き上げが実現しました。

以上のように、来期の議員の皆さんが少しでも活
動がやり易くなるよう、できるだけ議会改革を行なっ
てまいりました。リニア中央新幹線の開通が見通し
は立っていませんが、これからの10年20年はリニア
開通後三遠南信自動車道開通後の将来を見据え、中
川村の基盤を創る重要な年となると考えています。
次期議会も村の将来ビジョンの中に来期の皆さんの
考えを反映させながら、中川村の発展・活性化のた
めに頑張って下さい。

旧議場旧議場 新議場新議場

松　澤　文　昭
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「４年間の議員活動で感じたこと」「議会活動での成果や今後の課題」「４年間の議員活動で感じたこと」「議会活動での成果や今後の課題」

令和４年８月24日から第17期中川村議会がスター
トして、４年が過ぎます。各議員は通常の議会活動
の他に村の多くの審議会・協議会等の委員としても
活動しています。その中で私が委員を務める二つの
協議会・会議について活動成果等を今回は紹介します。

1．中川村リニア中央新幹線対策協議会は、中川村に
おけるリニア中央新幹線整備事業を巡り、環境保全
や地域住民の安全、経済活動への影響を最小限に抑
えるために設置された組織で、委員は地区総代をは
じめ20名ほどです。
（1）工事車両の運行ルート決定と安全対策

残土運搬等により１日数百台におよぶ大型車両の
村内通行が想定される中、運搬利用計画のある県
道北林飯島線の道路拡幅、また運搬する際の往路
と復路のルート分散をJR東海や長野県と交渉し、
その方向で決定し村内の渡場交差点等の渋滞緩和
や地域住民の生活道路の安全に務めています。

（2）定期的な環境・安全確認体制の確立
３ヶ月に１度定期的に開催されている協議会でJR
東海の周辺工区の進捗状況並びに環境測定データ
の報告を受けチェックを続けています。

2．中川村地域公共交通会議は地域の実情に即した輸
送サービスの実現に必要な事項を協議し併せて地域
公共交通マスタープラン（法定計画）作成に関する
協議および実務に関わる連絡調整を行う組織で国・
県・地域住民・交通事業者など20名ほどです。
（1）村営巡回バスは朝夕のみの運行に切り替え転換

期となったが、令和8年1月時点の利用者は目標値
を上回る月2,136名と好調。令和4年秋に運行を開
始し、令和5年度から本格運行をした乗り合い送迎
サービス「チョイソコなかがわ」も開始以来目標
値を大きく上回り、月平均800名から900名の利用
者で年間10,000人を突破する状況で住民の生活に
深く浸透しており村としても評価しています。

（2）伊那谷の中部エリアに位置する飯島町・中川村・
松川町・大鹿村の4町村議会で構成している中部伊
那議員研修会で地域の共通課題の研究・発表を行
い合意事項は県へ提言する組織です。この組織で
中川村議会より「公共
交通の連携」を研究テー
マと掲げ近隣4町村で
境界をまたいだ広域的
な運行連携について討
論を進めています。 拡幅された北林飯島線と拡幅された北林飯島線と

リニア残土運搬車両リニア残土運搬車両

片　桐　邦　俊

　私の4年間の公約は、①中期的視点による人口減少
対応②持続可能な経済の構築③防災・減災の推進の
３点です。
①中期的視点による人口減少対応

「コンパクトな村づくりを提案」「望岳荘・公営住
宅の整備を提案」「小中一貫校の場所選定を提案」
「村内の居住者、移住者、2地域居住、企業など
が利用可能な土地を提案」「情報関連企業誘致を提
案」「ＡＩ活用を提案」「子育て支援と高齢者支援
の両立を提案」「若者及び女性の雇用確保を提案」
などを行いました。

②持続可能な経済の構築
「チャオ及び周辺の振興を図ることを提案」「交流
センターの活性化を提案」「再生可能エネルギーの
勉強会」「小学校・未活用村有地の土地利用を提案」
「柑橘類生産・6次産業化の勉強会」「２地域居住・
観光の推進」などを行いました。

③防災・減災の推進
「国道153号の改良促進、県道18号(北組～飯沼)の
推進」「１７地区の防災マップ作成」「防災士２３名養
成」「天竜川の築堤護岸整備・小和田地区埋立ての
推進」「小河川の堰堤・土砂浚渫の推進」「竹林整
備の推進」などを行いました。

中川村は、伊那谷の中心にあり、近い将来大都
市・国際空港・三河港と短時間で連携できます。一
方、中川村は急激な人口減少が進んでおり、降雨に
よる災害が毎年発生しています。子供から大人まで
が、健康で快適に生活できる村づくりのため全力で
取り組みました。

伊那谷は中央アルプス・南アルプスに囲まれた風
光明媚で思いやりがある人々が生活している地域で
す。中川村に多くの方が来ていただけるようにする
ためには、村民自ら中川村の魅力を明らかにし、自
ら感動を伝えなければなりません。中川村は伊南・
松川町等と連携し共益経済を展開することにより持
続可能な地域にできます。中川村の発展のために前
進しましょう。

中川村から南アルプス中川村から南アルプス

松　村　利　宏

中川村から中央アルプス中川村から中央アルプス
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◆中川村議会活動での思い
　17期４年間を副議長として大変お世話になりま
した。重責を担い務めさせていただきましたが、副
議長の任務である議長を補佐し、議会の民主的運営
と活発な議論、そして円滑な議会運営を目指してま
いりました。今議会は住民の声を如何に聴き村政に
反映させるか最も力を注いだ４年間でした。コロナ
感染症からの経済回復がされる中で、私たちの暮ら
しは、円安による物価高騰とアメリカ、イスラエル
とのイラン戦闘による原油高騰がさらに追い打ちと
なっています。加えて村の産業である農業・商工業・
観光・福祉事業などあらゆる分野で厳しい人手不足
に行き詰まり感を持ち、雇用の確保は困難な状況で
す。厳しい財政の中、村が進める「新たな学校づく
り事業」を始めとする大型事業、伊南行政組合の「昭
和伊南新病院建設事業」を進める中で最も重視しな
ければならない村民の要望、村の抱える諸課題に議
会として取り組み、村民が安心して暮らせる持続可
能な村づくりを目指してきました。
◆議会活動での成果・今後の課題
　議員の果たすべき役割は、村政に対する住民の声
を如何に聴き取り行政に反映するかですが、コロナ
感染以降、住民間のコミュニケーションを図る機会

は益々希薄となり、足を運んで住民の声を聴く活動
はエネルギーを要し、満足と言えないものでした。
議員活動１６年の中で声を上げ続け実現されてきた施
策は、子ども医療費（１８歳迄）窓口完全無料化、学
校給食費の無償化➡村は負担軽減策➡無償化の声が
➡令和８年４月より全国小学校の無償化に、民営塾
の無い村に学習支援事業「未来塾」の開設、軽度・
中等度難聴者への補聴器補助創設（１０万円迄）、小
中学校女子トイレに生理用品設置、小中学校にエア
コン設置、障がい者地域活動支援センター（かつら
の丘へ）開設、通学道路危険個所改良（法面）。
　この４年間では、帯状疱疹ワクチン接種費用補助
制度を➡国による補助となる、自衛隊員募集の対象
者名簿提供への除外申請制度（令和６年分から）、子
ども権利条例の制定（署名請願もあり令和８年度中
の制定へ）。今後の課題としては、持続可能な村づく
りを進め発展させていくためには、厳しい財政運営
の中でも必要となる大型事業の遂行と、最も重視し
て取り組まなければならない村民生活重視の施策・
暮らしの安心、安全を第一に村政運営を図らなけれ
ばなりません。中川村にとってこの先１０年が正念場
となり、村づくりのために頑張れる力が今どうして
も必要です。

中　塚　礼次郎

「４年間の議員活動で感じたこと」「議会活動での成果や今後の課題」

●【議員活動とは？】
　議員活動は日常と地続きです。明確な線引や定義
はありません。なので自分なりに議員像を模索した
結果、「民意の反映」と「行政の監視」に関わる仕事
だと思い活動をしました。また、「行政と住民とのつ
なぎ役」であると解釈し、行政組織に片足を、住民
の暮らしにもう一方の片足をつっこみ、双方の役割
を理解し、アイデアを提案してきました。
●【民意の反映＝住民・行政との協働をサポートし
たこと】
《新たな学校づくり》 新たな学校づくりに向けて、こ
どもを含めた地域住民が関わることができる仕組み
の提案、行政への働きかけを行いました。
《こどもの権利条例》民意を汲みあげ、市民団体を
サポートし、市民請願の紹介議員となりました。請
願が可決され、本年度制定検討が始まります。
《空き家活用と移住相談窓口》国の集落支援員制度
を活用し、行政と美里地区が連携して空き家を紹介
したり、移住相談をする窓口づくりをサポートしま
した。
《登録有形文化財制度を活用した地域づくり》市民
団体と信州大学の研究室を橋渡しし、文化財の保存
活用をするための市民団体の立ち上げを支援しまし
た。
《再生可能エネルギーを活かした村づくり》中川村

の実情に即した再生可能エネルギー事業体の立ち上
げに向け、民間と行政の橋渡しを行いました。
●【行政の監視＝NOと言える議員】
　予算や運営が適正になされているかをチェックし
てきました。たとえ意見が少数派であっても、責任
を持って議事録に言葉を残すことが議員の使命であ
るという思いから意見を述べました。
●【自分で記した活動量調査シート】
　現役世代が議員を志す際の参考になるよう、自身
の活動記録を個人的に「活動量調査シート」として
可視化しました。 調査の結果、私の生活の約半分
（47.3%）は議員・議会活動に充てられ、残りの半
分で自営業、市民活動等を営むという「二足のわら
じ」の生活でした。
●【まとめ】
　地域の方々の声を聴き、実情を改善するために行
動することは、とても創造的
でやりがいのある仕事でした。
任期はあと少し残っています
が、4年間活動させていただい
たことに感謝しかありません。
また住民の皆様からのお声が
けが大きな励みでした。あり
がとうございました。

島　崎　敏　一
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私の4年前の議会選挙の際の公約は以下のようなもの
で、この7件の公約全てに4年間とり組んできました。

1．ハザードマップをもとに土砂災害や水害など身の回
りの安全を具体的に考えます。
2．道路や上下水道の危機管理対策を進めます。
3．上水道水源の新規確保を計画的に進めます。
・地下水源は経年的に劣化しますし、地震時には取水
ができなくなる可能性があります。全村的に新たな
水源確保をめざして計画的に進めましょう。
4．基幹産業である農業の振興と商工業を盛り上げま
しょう。
・「中川ブランド」産品の商品開発を、大学や民間の
研究機関と共同して進めます。

5．現存する動植物の多様性を維持して子や孫に継承
しましょう。
・希少種だけでなく何気ない自然も大切な資源です。
多様な生物界を維持することは私たちの責務です。

6．「小さな村の大きな遺産」坂戸橋、南向発電所を
国の重要文化財に！

・近代土木遺産の「Ａランク」である重要施設を後世
にしっかりと残そう。
7．若者が参加できる議会をめざします。

●中でも信大農学部との連携協定締結により、村内の
新たな「中川ブランド」産品の商品開発が一歩前進し、
村内事業者の新たな商品開発への意欲がふくらんでいま
す。また、議会、行政、村民の共同の取り組みによって
南向発電所が国の登録有形文化財に指定されたことは
素晴らしい出来事でした。
●長野県の絶滅危惧種であるツツザキヤマジノギクの保
全のために、行政が事務局となった協議会が結成された
ことは、村民、企業、教育団体が協力して生物多様性
保全に向けた第一歩を踏み出す上で大きな前進でした。
●下水道事業の経営改善問題については、まだ緒に就
いたばかりですが問題意識は行政との共有ができたもの
と思います。また、上水道水源については沢入浄水場で
の新たな水処理方式の実証試験が始まり、経営改善を
含めた更新計画のスタートにむけて、微力ながら関与で
きたことは、環境科学の専門家として望外の幸せでした。
●4年間16回の議会定例会では計50問の一般質問を行
い、そのうち約40％は行政施策として実施されているか
検討段階となっています。当初から掲げてきた「村民の
力で、安全・安心な村づくり
を」は少しずつ前進し始めて
いることに、村議会議員として
多少は役割を果たせたのでは
ないかと感じています。 南向発電所南向発電所

桂　川　雅　信

主権者は誰？何故おきる？４期連続無投票の中川村
議会議員選挙。

４年間のみならず議員活動２０年で情けないと感じ
たままを記します。無投票の度に投げかけられた言
葉は「議会の責任、議長の責任」でした。自分の見
解は違います。責任は主権者である村民の皆さんに
有るのでは？一考を望みます。今年は村議選の年。

画期的に進歩した議会だよりとモニタ－採用。
自分が議員一期目に存在した議会だよりはA3用紙

一枚のペラ。現在の議会だよりはepoch.making（画
期的．革新的）と言えると思う。そして、モニタ－
採用の発想も然り。今後の議会だよりに期待するこ
とは、小中学生や高齢者の希望．要望．声を取り上
げた欄を設け、希望．要望．声をどのように行政に
伝えたか、反映させたか結果はどうなったかを解説
していただけると楽しみが増えるのでは。昭和生ま
れの後期高齢者の発想です。

請願陳情の本質に迫ろう !!
請願陳情案件に関しては提出者及び紹介議員うけ

を優先することなく、熟慮に熟慮を重ねしっかり検
証し処理することが重要。請願を通して住民の意思

を反映させ、議会の意思によって趣旨の実現に努め
るのが本質。一方、採択基準は請願の妥当性と、実
現の可能性であり、議会の自主性を失ってはならな
い。議員は住民の代表という立場から、よほど不合
理な点でもない限り賛同せざるを得ない立場に追い
込まれがちになる。請願者等の立場や、紹介議員の
面子を考え、その内容の実現性には相当の困難があっ
ても採択の方向に妥協してしまう傾向がありはしな
いか。そして、採択された請願は意見書として執行
機関に送付される。この処理及び経過及び結果につ
いては、慎重な確認を行い速やかな実現に努力しな
ければならないが、これらの確認が往々にしておろ
そかになりがちであると思うがどうか。議会の責任
は請願を採択したことで終わるのではなく、その実
現を図ることにある。最後まで請願者に対して責任
を取ることが求められている。請願陳情の本質に迫
れ。「議員必携」より引用しました。堅苦しいことを
書きましたが悪しからず。

来期の議員には若手の台頭を望むと共に、住民と
の結びつきを大切にしながら「みんなが安心して楽
しく暮らせて幸せだと思える村づくり」に邁進して
くれることを願い筆を置く。

山　崎　啓　造
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「４年間の議員活動で感じたこと」「議会活動での成果や今後の課題」

今期議会は、コロナ禍の終わり近くの2022年８月
に始動した。コロナの影響は、議会活動に及んだ。

議会は、前期まで平成25年12月16日に制定された
「中川村議会基本条例」に基づいて、住民懇談会を
開催してきた。しかし、コロナ禍では集会は無理な
ので、その代替として「チョコっと訪問」と題して
商工業者、認定農業者、各地区総代、福祉関係者等
議員がそれぞれ分担し、課題等の聞き取りを行った。
そして、議会だよりでの報告、議会の一般質問等で
課題解決に取り組んだ。直ちに解決できる課題は少
なかったが、住民との意識共有はできたと思う。そ
の点では、奏功したのでは。

しかし、住民懇談会が不要というわけではなく、
村の課題を一緒に考え、共有してもらう場として意
義のあるものと考える。住民懇談会は、議会基本条
例制定後、9月に開かれる決算審議の定例会後に、南
向、片桐地区に分けて行ってきた。当初は、住民の
参加もある程度はあったが、徐々に減る傾向になっ
ていた。議員間で工夫もしながら進めていた矢先の

コロナで、中断したままになっている。今後は住民
に参加してもらえる懇談会にするための努力が欠か
せない。議会は、常に住民に対して門戸を開き続け
ることが大事だと思う。

議会基本条例は、地方議会の運営に関する基本原
則や、議会と住民、行政との関係性を定めた地方議
会の最高規範とされている。議会は各期の当初、こ
の条例を全員で読み合わせて、内容を確認する。こ
のことは、議会人として4年間どのような活動をする
かの心構えを育む機会でもある。条例の中では、議
員間討議の重要性を謳っている。議員間には思想信
条の違いはあるが、それを超えて、各種問題に、熟
議を通して取り組む姿勢が必要ということである。
最終的には多数決で決まるが、どの程度の熟議が達
成できたか心許ない思いもあるので、これからの議
員は、常に基本条例に基づき、議論の過程を重んじ
ることを議員の矜持としていくことで、議会全体の
質を高めていくことが必要ではないかと思う。

大　原　孝　芳

１　議会活動での成果
（１）定例議会
　私は2022年９月議会の一般質問デビューから16回の
定例会においてすべて一般質問を行いました。質問項目
は36件に渡ります。質問項目をいくつか挙げ、その後の
経過を記します。
◆【質問】ふるさと応援寄附金を増やすために、新たな
返礼品として「中川村の素晴らしさ」を体験いただく施
策を加えたらどうか。すなわち「モノ」を主体とした現
在の返礼品に「コト」を加えることを提案する。（2025
年６月議会）
【その後の経過】村側も「コト」の返礼品の魅力につ
いて認識され、農業体験や地域資源体験ツアー等の返
礼品が現在提供されています。
◆【質問】近年の猛暑化により、みなかた・片桐両保
育園遊戯室の室温が非常に高くなっている。早期に遊戯
室にエアコンを設置すべきではないか。（2024年12月議
会）
【その後の経過】2025年7月にみなかた保育園遊戯室
にエアコンが設置されました。片桐保育園は今年の夏に
設置が完了する予定です。
◆【質問】村は長期的な視点に立って牧ヶ原台地の土
地利用を考えているのか疑問を持っている。村の中心地
といってよい牧ヶ原台地の土地利用は中長期的な計画を
しっかりと立てそれに基づいて実施していくべきではない
か。（2022年9月議会）
【その後の経過】村は人口減少社会の中で生活機能
を集約し、持続可能な村づくりを進める必要があるとして
「中川村立地適正化計画」を策定することとしました。
この中で牧ヶ原台地の将来的な在り方についても方向性

が示されると考えられます。
◆【質問】森の宝石と呼ばれる鳥「ブッポウソウ」は、
村内を中心とした有志で構成する「ブッポウソウの里の
会」の皆様のご努力により、中川村は長野県下最大の
繁殖地となっている。中川村のシンボルとして「村の鳥」
に指定してはどうか。（2026年3月議会）
【その後の経過】宮下村長は「目標として村制70周年
を迎える2028年度に村の鳥に制定できるよう進めて行き
たい」と回答されました。
（２）　その他の議員活動
◆議会広報活動　年4回発行される議会だよりの編集長
を4年間務めました。また、各議員の一般質問の様子を
動画で配信する広報活動を開始しました。
◆「議会チョコっと訪問」により、多くの村民の方と対
話させていただきました。

２　４年間の議員活動で感じたこと
　議員として１期目４年が終わりとなりますが、この間多く
の村民の方 と々お話をさせていただき中川村の魅力を再
発見することが
できました。そ
の中川村らしさ
を未来へしっか
りと残し、次の
世代に誇れる村
づくりをしていく
ことがとても大
切だと感じてい
ます。 牧ヶ原台地牧ヶ原台地

長　尾　和　則
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「４年間の議員活動で感じたこと」
　日々の暮らしと「自治」。自分たちの住む地域を、
自分たちの手で良くしていくために、行政や議会、
民間などいろいろな立場で私たちは毎日活動してい
ます。そして、お互いに関わり合っています。特に
議員という立場は「官」と「民」の間にいて、村民
の皆さんの声を反映させ、村の施策への問題提起や
新たに必要だと思う施策についての提案などを行う
わけですが、議員ができることは、ほんのとっかか
りや、最後の一押しであると改めて感じております。
　実際に地域が動き、持続するとしたら、そこに情
熱や思いがあり、動く人たちがいる。助けてくれる人、
応援する人がいる。環境がある。ということだと思
います。時にその動きをつくっていくことも、議員
の仕事の一つかなと感じます。

「議会活動での成果や今後の課題」
　「成果」については先述の通り、議員としてきっ
かけはつくったけれど、実現することができたのは、
議員の皆様が積み重ねてきた今までの提案や活動と、
行政、民間のパワーなど多くの方の関わりがあって
こそだと思っています。
　中川村には地域や日々の暮らしを「自分たちの手
で良くしていこう」「面白くしていこう」という思い
があり、さまざまなお立場で動いている皆さんが大
勢いらっしゃることが、本当に素晴らしいと感じま
す。この「自治」の動きこそ、村の活気。その動き
が続いていくために自分に何ができるか、今後も考
えていきたいと思います。

◎「地消地産」（地産地消）への取り組み・・・さら
に前に進めたい

◎持続可能で環境負荷の少ない村づくり・・・環境
負荷低減の農業への取組、カーボンニュートラル
に関する取組等を推進したい

◎子どもが笑顔になる・・・子育て支援の充実、子
どもと地域の人との関わり合いを深める。子ども
の声を生かした遊びや学びの環境、地域づくりを
進める

◎地域共生社会・・・子どもから大人までが自己も
他者も尊重し、学びあい、育ちあい、たすけあう
環境を

◎関係人口の創出・・・「美しい村」の理念やつなが
りを生かし、さまざまな分野での連携を考える

◎必要な情報が、必要な人に届くように・・・村の
情報発信や、議会の広報についてもさらに工夫す
る

◎非核・平和都市宣言の村として、命を尊び、多文
化共生社会の実現を

◎ 多 様 な 人 が
村 づ く り や
議 会 に 参 加
で き る 環 境
を つ く っ て
いきたい

住民団体・議会合同で開催住民団体・議会合同で開催
「あたらしい議場でふだん着トーク」「あたらしい議場でふだん着トーク」

大　島　　歩
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伊南市町村議員研修

議会だより編集委員会

議会運営委員会視察（飯田市）

議会活性化委員会

決算審査

小学校の議会見学

脱炭素先進地視察（飯田市）

中川中学校の子ども議会

17 期議員　活動のひとコマ

7なかがわ議会だより No.145
2026（R8）7.15


